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1. 平成24年2月期第３四半期の連結業績（平成23年3月1日～平成23年11月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年2月期第３四半期 34,712 △0.8 1,112 ― 1,010 ― 3 ―

23年2月期第３四半期 35,005 △19.6 △6,147 ― △6,297 ― △17,725 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益
円 銭 円 銭

24年2月期第３四半期 0. 08 ―

23年2月期第３四半期 △481. 55 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年2月期第３四半期 34,988 25,111 71.7 681. 57

23年2月期 39,546 25,472 64.4 692. 02

(参考) 自己資本 24年2月期第３四半期 25,087百万円 23年2月期 25,472百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年2月期 ― 0. 00 ― 0. 00 0. 00

24年2月期 ― 0. 00 ―

24年2月期(予想) 0. 00 0. 00

3. 平成24年2月期の連結業績予想（平成23年3月1日～平成24年2月29日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,300 △1.8 1,800 ― 1,600 ― 400 ― 10. 87



 

  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に掲載されている業績予想に関する記述は、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき作成

したものであり、今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.５ 「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ―社 (            )、除外   ―社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年2月期3Ｑ 40,213,388株 23年2月期 40,213,388株

② 期末自己株式数 24年2月期3Ｑ 3,404,964株 23年2月期 3,404,767株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年2月期3Ｑ 36,808,517株 23年2月期3Ｑ 36,809,004株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による厳しい状況からは着実

な回復は見られるものの、欧州財政の深刻化、米国経済の回復遅延などによる急激な円高、さらにはタ

イで発生した大洪水による日本企業の生産拠点の活動停止などの不安要因によって、景気の先行きは依

然として不透明な状況で推移しました。  

当社グループは前中期経営計画を見直し、新たに2012年2月期から2014年2月期までの3ヵ年の中期経

営計画を2011年８月に策定いたしました。 

新たな中期計画の重点目標として「赤字体質から、持続的成長が可能な体質への転換」を掲げ、「国

内事業の再構築と再成長」と「海外事業の成長」により、企業価値の向上に努めます。  

具体的には、国内市場では、①ウィッグメーカーとしての原点回帰と新ビジネスモデルの創造、海外

市場では①北米・欧州における事業再編モードから収益拡大モードへのシフト、②中国市場における事

業拡大、③ARI研究成果の2014年度市場導入に向けた戦略立案、を経営課題として、各課題に対して、

適宜有効な施策を実行してまいります。  

当第３四半期連結累計期間において、国内市場では、東日本大震災により一部地域の店舗の売上に影

響がありましたが、その後は回復傾向にあり、女性サロン顧客拡大に向けた反響型ビジネスの強化、女

性ブランドの再定義やWebビジネスなどに取組、新規顧客の獲得と保有顧客の増加に努めました。さら

に抜本的な経営改革ために、希望退職者の募集を行うなど販管費の大幅な削減を推し進めました。海外

市場では、昨年度、事業構造改革を行いました欧米市場では、ヘアトランスプラント事業と欧米ウィッ

グビジネスの収益性の向上に努め、さらに中国市場での基盤確立を推進しました。 

タイでの大洪水により、アユタヤにある生産工場が操業停止となりましたが、全商品の生産を、予め

タイ国内にある他の生産工場とフィリピンの生産工場に移行したため、商品の生産への影響は最小限に

とどまりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は347億12百万円（前年同期比0.8％減）、営業利益11

億12百万円（前年同四半期は営業損失61億47百万円）、経常利益10億10百万円（前年同四半期は経常損

失62億97百万円）、四半期純利益３百万円（前年同四半期は当期純損失177億25百万円）となりまし

た。  

  

セグメント別の状況は、次のとおりであります。  

  

①アデランス（男性）事業 

アデランス（男性）事業は、創業時のリメイク版「パパ、アデランスにしてよかったね。」のテレビ

CMをオンエアし、定額制のアデランスヘアクラブ（AHC）、通常のオーダーメイドウィッグのほか、新

開発ナローバンドLEDの光で髪の成長を促進する発毛システム「ヘアリプロ80」を展開することで、新

規顧客の獲得に努めました。新規売上は、上期は東日本大震災の影響などがありましたが、第3四半期

以降は通常のオーダーメイドウィッグを中心に回復傾向を示しました。リピート売上は、第2四半期以

降、AHC、通常オーダーメイドウィッグとも順調に推移しました。アデランス（男性）事業の売上高

は、71億81百万円、営業利益は30億58百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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②フォンテーヌ（女性）事業 

主にオーダーメイドウィッグを扱うサロン売上は、東日本大震災の影響が一巡した後は、反響型ビジ

ネスの強化に向けた宣伝効果で新規売上は、前年同期を大幅に上回りました。レディメイドウィッグを

主に扱う百貨店・直営店では、東日本大震災の影響で第1四半期は前年同期を下回りましたが、その後

は順調に回復しております。 

この結果、フォンテーヌ（女性）事業の売上高は155億88百万円、営業利益は35億50百万円となりま

した。 

  

③営業開発事業 

営業開発事業におきましては、美容材料商への卸売や院内サロンのサービス提供などにより、売上高

18億29百万円、営業利益１億48百万円となりました。 

  

④ボズレー事業 

米国でヘアトランスプラントを展開しているボズレー事業は、事業の再構築を昨年度に終了し、順調

に売上が回復しております。昨年同期売上高65億１百万円には昨年５月末に閉鎖した店舗の売上高７億

50百万円が含まれており、さらに、前年同期に比べ円高が進行したことによる差損約６億円を考慮しま

すと、当期のボズレー事業の売上高61億１百万円は、実質的に前年同期を上回ります。営業利益は、費

用削減効果もあり、４億86百万円と大幅に改善いたしました。 

⑤その他の事業 

その他の事業は主に海外ウィッグ事業であり、売上高は40億13百万円、営業損失97百万円となりまし

た。 

  

(1) 資産、負債、純資産の状況  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は349億88百万円となり、前期末に比べ45億57百万円減少しまし

た。流動資産は182億16百万円で、前期末に比べ14億52百万円減少しました。主な要因として、受取手形

及び売掛金が４億11百万円増加した一方、現金及び預金が13億26百万円減少したためであります。固定

資産は167億72百万円となり、前期末に比べ31億４百万円減少しました。有形固定資産は96億68百万円と

前期末に比べ22億61百万円減少しました。主な要因として、土地が20億97百万円減少したためでありま

す。無形固定資産は32億14百万円と前期末に比べ１億22百万円減少しました。また、投資その他の資産

は38億89百万円となり、前期末に比べ７億20百万円減少しました。 

負債は98億77百万円となり、前期末に比べ41億96百万円減少しました。流動負債は68億76百万円とな

り、前期末に比べ33億12百万円減少しました。主な要因として、事業構造改善引当金が33億円減少した

ためであります。固定負債は30億円で、前期末に比べ８億84百万円減少しました。主な要因として、資

産除去債務が９億71百万円増加した一方、退職給付引当金が16億６百万円減少したためであります。 

純資産は251億11百万円で、前期末に比べ３億60百万円減少しました。主な要因として為替換算調整勘

定が３億22百万円減少したためであります。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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(2) キャッシュ・フローの状況の分析  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ13億17百万円減

少し、97億19百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が３億33百万円、減価償却費が９

億82万円の資金収入、退職給付引当金の減少が15億84百万円の資金支出となりました。この結果、営業

活動全体として前第３四半期と比べて45億84百万円の収入の増加となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が６億35百万円、無形固定資

産の取得による支出が４億31百万円、有形固定資産の売却による収入が20億64百万円となりました。こ

の結果、投資活動全体として前第３四半期と比べて25億１百万円の収入の減少となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、67百万円の支出がありました。この結果、財務活動全体とし

て前第３四半期と比べて64百万円の資金支出の増加となりました。 

  

業績予想につきましては、本日（平成24年１月12日）公表しました「業績予想の修正に関するお知ら

せ」において通期業績予想を修正いたしました。  

  

＜ご参考＞ 

 平成24年２月期通期連結業績予想値の修正                （単位：百万円） 

 
  

 平成24年２月期通期個別業績予想値の修正                （単位：百万円） 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり  
当期純利益

前回発表予想(A)         
(平成23年7月14日発表) 47,219  104 171 △1,397 △37.95

今回修正予想(B) 47,300 1,800 1,600 400 10.87

増減額(B－A) 81 1,696 1,429 1,797 ―

増減率(％) 0.2 ─ 835.7 ─ ―

(ご参考)前期実績 
(平成23年2月期) 48,171 △5,883 △6,317 △23,213 △630.65

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり  
当期純利益

前回発表予想(A)         
(平成23年7月14日発表)   33,061 224 302 △920 △24.99

今回修正予想(B) 33,800 1,200 1,000 0 0.00

増減額(B－A) 739 976 698 920 ―

増減率(％) 2.2 435.7 231.1 ─ ―

(ご参考)前期実績 
(平成23年2月期) 18,876 △3,199 △1,730 △26,277 △713.90
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該当事項はありません。  

  

  

①簡便な会計処理  

1)一般債権の貸倒見積高の算定方法  

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率の算定において、当第３四半期連結会計期間末の貸倒

実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度

末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

2)たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に際して、実地棚卸を省略し第２四半期会計

期間末、または前連結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しており

ます。また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売

却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

3)固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

4)繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合、前連結会計年度末において使用した将来の業

績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度以降に経営環境等

に著しい変化があるか、又は、一時差異などの発生の状況に著しい変化が認められた場合には、前

連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影

響を加味したものを利用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。 

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合に

は、法定実効税率を使用する方法によっております。 

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要
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①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日)を適用しております。 

これにより、営業利益および経常利益がそれぞれ30百万円減少、税金等調整前四半期純利益は、

338百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は1,024

百万円であります。 

② 表示方法の変更  

(四半期連結損益計算書関係) 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務

諸表等の用語、様式および作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24

日 内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半

期純利益」の科目を表示しております。 

  

  

  

  

  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,847 11,174

受取手形及び売掛金 4,428 4,016

商品及び製品 1,946 1,997

仕掛品 150 138

原材料及び貯蔵品 1,017 1,145

繰延税金資産 11 47

その他 888 1,216

貸倒引当金 △73 △66

流動資産合計 18,216 19,669

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,464 3,480

土地 4,873 6,971

リース資産（純額） 631 613

その他（純額） 698 865

有形固定資産合計 9,668 11,930

無形固定資産

のれん 236 410

その他 2,978 2,926

無形固定資産合計 3,214 3,336

投資その他の資産

投資有価証券 214 266

敷金及び保証金 3,269 3,697

繰延税金資産 84 138

その他 872 988

貸倒引当金 △552 △481

投資その他の資産合計 3,889 4,609

固定資産合計 16,772 19,876

資産合計 34,988 39,546
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 346 389

未払法人税等 292 139

繰延税金負債 2 2

賞与引当金 396 955

商品保証引当金 68 92

返品調整引当金 193 104

事業構造改善引当金 100 3,400

その他の引当金 72 －

前受金 1,150 1,268

未払金 1,483 1,793

その他 2,770 2,043

流動負債合計 6,876 10,189

固定負債

長期未払金 6 6

リース債務 603 588

繰延税金負債 0 37

退職給付引当金 858 2,464

資産除去債務 971 －

その他 560 787

固定負債合計 3,000 3,884

負債合計 9,877 14,073

純資産の部

株主資本

資本金 12,944 12,944

資本剰余金 13,157 13,036

利益剰余金 9,802 9,966

自己株式 △6,987 △6,987

株主資本合計 28,916 28,958

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △17 3

為替換算調整勘定 △3,813 △3,490

繰延ヘッジ損益 1 －

評価・換算差額等合計 △3,829 △3,486

新株予約権 24 －

純資産合計 25,111 25,472

負債純資産合計 34,988 39,546
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日

 至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
 至 平成23年11月30日)

売上高 35,005 34,712

売上原価 7,090 6,567

売上総利益 27,915 28,145

販売費及び一般管理費 34,062 27,032

営業利益又は営業損失（△） △6,147 1,112

営業外収益

受取利息 13 10

受取配当金 1 1

不動産賃貸料 172 102

その他 226 116

営業外収益合計 413 231

営業外費用

支払利息 21 46

不動産賃貸費用 147 47

為替差損 199 87

租税公課 140 －

その他 53 151

営業外費用合計 563 333

経常利益又は経常損失（△） △6,297 1,010

特別利益

固定資産売却益 699 146

貸倒引当金戻入額 6 6

賞与引当金戻入額 276 270

事業構造改善引当金戻入額 － 379

その他 252 135

特別利益合計 1,235 938

特別損失

固定資産売却損 223 788

減損損失 5,067 44

固定資産除却損 182 9

投資有価証券評価損 3 9

貸倒引当金繰入額 33 －

事業再編損失 721 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 307

その他 208 455

特別損失合計 6,440 1,615

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△） △11,502 333

法人税等 6,223 330

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3

少数株主損失（△） △1 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △17,725 3
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
 至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日

 至 平成23年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△11,502 333

減価償却費 1,561 982

減損損失 5,067 44

有形固定資産除却損 242 9

投資有価証券評価損益（△は益） 3 9

有形固定資産売却損益（△は益） △475 641

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 307

のれん償却額 264 188

賞与引当金の増減額（△は減少） 229 △557

退職給付引当金の増減額（△は減少） △33 △1,584

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） － △766

その他の引当金の増減額（△は減少） － 72

受取利息及び受取配当金 △14 △11

支払利息 21 46

売上債権の増減額（△は増加） △250 △452

たな卸資産の増減額（△は増加） 282 56

仕入債務の増減額（△は減少） 43 △32

敷金及び保証金の増減額（△は増加） △18 354

その他 △1,646 1,089

小計 △6,223 732

利息及び配当金の受取額 5 13

利息の支払額 △14 △46

特別退職金の支払額 － △2,633

法人税等の支払額 △450 △163

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,683 △2,099

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 90 △1

有形固定資産の取得による支出 △830 △635

有形固定資産の売却による収入 3,565 2,064

無形固定資産の取得による支出 △268 △431

投資有価証券の売却による収入 1,000 －

その他 △20 38

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,535 1,034
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
 至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日

 至 平成23年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 6,000

短期借入金の返済による支出 － △6,000

リース債務の返済による支出 － △63

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △3 △3

その他 0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △3 △67

現金及び現金同等物に係る換算差額 △344 △185

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,495 △1,317

現金及び現金同等物の期首残高 15,115 11,037

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 126 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,746 9,719
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該当事項はありません。 

  

  

  

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間 (自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日) 

 全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める「毛髪関連事業」の割合がいずれも90％

を超えているため、事業の種類別セグメントの情報の記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日  至 平成22年11月30日) 

 
(注) １ 国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する国または地域の内訳は次のとおりであります。 

(1) アジア …………… タイ、フィリピン、台湾、中国 

(2) 北米 ……………… 米国、メキシコ 

(3) 欧州 ……………… フランス、ドイツ、オランダ、ベルギー、イギリス、スウェーデン 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日  至 平成22月11月30日) 

 
(注) １ 国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国または地域の内訳は次のとおりであります。 

(1) アジア …………… タイ、フィリピン、台湾、韓国、シンガポール、中国 

(2) 北米 ……………… 米国、メキシコ 

(3) 欧州 ……………… フランス、ドイツ、オランダ、ベルギー、イギリス、スウェーデン 

(4) その他の地域 …… 豪州、中南米 

３ 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

アジア 
(百万円)

北米  
(百万円)

欧州 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

  (1) 外部顧客に対する 
      売上高

24,244 248 8,149 2,362 35,005 ― 35,005

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高

144 2,126 1,218 2 3,492 (3,492) ―

計 24,389 2,375 9,368 2,364 38,498 (3,492) 35,005

営業利益又は 
営業損失(△)

△4,658 86 △18 177 △4,412 (1,734) △6,147

【海外売上高】

アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 262 7,990 2,386 63 10,701

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ─ ― ― 35,005

Ⅲ  連結売上高に占める 
    海外売上高の割合(％)

0.8 22.8 6.8 0.2 30.6
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1. 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社グループは、国内において一般顧客向けの毛髪に関する製品・サービスをブランドごとに戦略立案

し、事業活動を展開しております。また、その他に美容材料商への、毛髪に関する製品の卸売りなどがあ

ります。 

また、海外においては、主に一般顧客向けに「ボズレー」のブランドでヘア・トランスプラントサービ

スの事業を展開しております。 

従って、当社グループは、国内においては「アデランス（男性）事業」「フォンテーヌ（女性）事業」

「営業開発事業」を、海外においては「ボズレー事業」を報告セグメントとしております。 

「アデランス（男性）事業」は、男性顧客に対してオーダーメイド・ウィッグ、その他のヘアケア商

品、サービスを、「フォンテーヌ（女性）事業」は、女性顧客に対し、オーダーメイド・ウイッグ、レデ

ィーメイド・ウイッグ、その他のヘアケア商品、サービスを、「営業開発事業」は、主に美容材料商など

に対して、レディーメイド・ウイッグ、その他のヘアケア商品を、「ボズレー事業」は、ヘア・トランス

プラントサービス、その他の商品を提供しております。 

  

2. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自 平成23年３月１日 至 平成23年11月30日) 

 
(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に海外ウィッグ事業でありま

す。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△6,033百万円は、セグメント間取引消去△80百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△5,952百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。 

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。 
  

3.  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

 全社資産である売却予定の土地について減損損失44百万円を計上しております。 

  

 (追加情報) 

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日)を適用しております。 

  

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額

（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

アデランス

（男性）
事業

フォンテーヌ

（女性）
事業

営業
開発
事業

ボズレー
事業

売上高

(1) 外部顧客に
  対する売上高

7,181 15,588 1,829 6,101 4,013 34,712 ― 34,712

(2) セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― 3,371 3,371 △3,371 ―

計 7,181 15,588 1,829 6,101 7,384 38,084 △3,371 34,712

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

3,058 3,550 148 486 △97 7,145 △6,033 1,112
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該当事項はありません。 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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